
令和5年度　組織重点目標一覧

係名 達成水準

町民税係

1 課税客体把握に関する一層の正確性向上を図る。

2 申告に関する広報を効果的に行い、未申告者の削減につなげる。
　（128名以下　※令和４年度実数）

3 町民税係と資格担当係間における情報共有と相互の連携を図る。

4 申告相談における予約の浸透を図る。（予約率100％）

5 適正な課税及び徴収に努めるため、マニュアルを作成し、適切に実施する。

資産税係

1 重大な課税誤りの件数を０件とする。

2 職員の接遇についての苦情件数を０件とする。

3 適正な課税及び徴収に努めるため、マニュアルを作成し、適切に実施する。

収納整理係

１翌年度への繰越を増加させないよう、現年度課税分未納者に納税を促し、新規滞納の発生を抑
　制する。

2 滞納整理事務の効果的、効率的な執行に努め、的確に滞納者の状況を把握し、事案の早期完結を図ることにより、滞納繰越
額の圧縮を図る。

  　　　　　　　　　　　　　　　収納率　　　　　　　　　　　　　　収納率
  三税　　　　　　現年度分　　９９．４０％　　　　過年度分　　　３４．００％
　国保税　　　　　　 〃　　 　９５．５０％　　 　　 〃　　　　  ２２．２５％
　介護保険料　　　 　〃　 　　９９．５０％　 　　　 〃　　　    ３６．００％
　後期保険料　　　　 〃　　　 ９９．５３％　   　　 〃　　　    ２８．００％

3 適正な課税及び徴収に努めるため、マニュアルを作成し、適切に実施する。

具体的目標

 住民税及び保険税の適正な課税に努める。広報・啓発により納税への理解向上を図り、収納率の向上へつ
なげる。また、資格担当課と連携し、納税義務者の相互扶助への理解向上を図り納税へつなげる。

　
 固定資産税、軽自動車税等に係る課税客体の適正な把握と課税に努める。また、納税者義務者への丁寧な
説明を意識的に行う。

　
 現年度課税分の徴収強化による収納率の向上と滞納処分の効果的・効率的な滞納整理事務の実施により、
不良債権の累積防止及び収納未済額の縮減を図る。
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